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令和５年死傷災害（休業４日以上）の内訳等 

(令和 5 年 10 月末現在・新型コロナウイルスのり患によるものを除く) 

愛媛労働局 

１ 業種別死傷災害発生状況 

 
・第三次産業が労働災害全体の 4割以上を占めた(42.6％)。 

２ 事故の型別死傷災害発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・労働者の行動に起因する災害(「転倒」、「動作の反動、無理な動作」)が、労働災害全体の 3分

の 1 以上を占めた(35.6％)。 

第三次産業 512 人,42.6%

製造業 329 人,27.4%

道路貨物運送業

129 人,10.7%

建設業 126 人,10.5%

林業 41 人,3.4%

その他 65 人,5.4%

1,202人

小売業 117人
社会福祉施設 102人
清掃・と畜業 46人

資料 ３ 

転倒, 304人, 25.3%

墜落、転落, 216
人, 18.0%

はさまれ、巻き込まれ, 140
人, 11.6%

動作の反動、無理な動作, 124人, 10.3%

交通事故, 83人, 6.9%

激突され, 66人, 5.5%

切れ、こすれ, 76人, 6.3%

飛来、落下, 59人, 4.9%

激突, 42人, 3.5%

高温・低温の物との接触, 
27人, 2.2%

崩壊、倒壊, 24人, 2.0% その他, 41人, 3.4%

1,202人
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３ 製造業における業種別死傷災害発生状況 

 
・「食料品製造業」の占める割合が、製造業の死傷災害のなかで最も高かった(27.4％)。 

４ 製造業における事故の型別死傷災害発生状況 

 
・「はさまれ、巻き込まれ」による災害が、製造業の死傷災害の約 4 分の 1 を占めた(25.2％)。 

食料品製造業, 
90人, 27.4%

金属製品製造業, 
45人, 13.7%

輸送機械製造業, 42人, 12.8%
パルプ・紙・紙加工品製

造業, 37人, 11.2%

一般機械器具製造業, 
24人, 7.3%

木材・木製品製造業, 
17人, 5.2%

化学工業, 15人, 4.6%

電気機械器具, 10人, 3.0%

繊維工業, 9人, 2.7%

窯業土石, 8人, 2.4% その他, 32人, 9.7%

329人

はさまれ、巻き込まれ, 
83人, 25.2%

転倒, 65人, 19.8%

墜落、転落, 46人, 14.0%
切れ、こすれ, 31人, 9.4%

飛来、落下, 27人, 8.2%

動作の反動、無理な動作, 
23人, 7.0%

激突され, 14人, 4.3%

激突, 13人, 4.0%

その他, 27人, 8.2%

329 人 
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５ 建設業における事故の型別死傷災害発生状況 

・「墜落・転落」による労働災害が、建設業の死傷災害の 3 分の 1 以上を占めた（34.9％）。 

 

６ 道路貨物運送業における事故の型別死傷災害発生状況 

・「墜落・転落」、「転倒」、「動作の反動、無理な動作」3 種類の事故の型が, 道路貨物運送業の

死傷災害の 4 分の 3 近くを占めた(72.1％)。 

 

墜落、転落, 
49人, 38.0%

転倒, 23人, 17.8%

動作の反動、無理な動作, 
21人, 16.3%

はさまれ、巻き込まれ, 
8人, 6.2%

交通事故, 8人, 6.2%

高温・低温の物との接触, 
5人, 3.9%

飛来、落下, 4人, 3.1%
その他, 11人, 8.5%

129 人 
 

224 人 

墜落、転落, 44人, 34.9%

はさまれ、巻き込まれ, 
18人, 14.3%

転倒, 13人, 10.3%
激突され, 11人, 8.7%

交通事故, 9人, 7.1%

切れ、こすれ, 8人, 6.3%

飛来、落下, 6人, 4.8%

激突, 5人, 4.0%

崩壊、倒壊, 4人, 3.2% その他, 8人, 6.3%

126人



4 
 
 

7 林業における事故の型別死傷災害発生状況 

・物が主体となって人にあたる事故の型(「激突され」、「飛来、落下」、「崩壊、倒壊」)の割合が、 

 林業の死傷災害の半数近くを占めた(46.3％)。 

 

８ 第三次産業における事故の型別死傷災害発生状況 

・労働者の作業行動に起因する労働災害(「転倒」・「動作の反動、無理な動作」)の割合が、第三

次産業の死傷災害の過半数を占めた(50.2％)。 

転倒, 187人, 36.5%

動作の反動、無理な動作, 
70人, 13.7%墜落、転落, 62人, 12.1%

交通事故, 61人, 11.9%

切れ、こすれ, 25人, 4.9%

激突され, 18人, 3.5%

激突, 17人, 3.3%

はさまれ、巻き込まれ, 
17人, 3.3%

飛来、落下, 13人, 2.5%

高温・低温の物との接触, 13人, 2.5%
その他, 29人, 5.7%

512人

激突され, 10人, 24.4%

飛来、落下, 6人, 14.6%

切れ、こすれ, 6人, 14.6%
墜落、転落, 5人, 12.2%

転倒, 5人, 12.2%

崩壊、倒壊, 3人, 7.3%

その他, 6人, 14.6%

41 人 
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９ 年齢階層別の死傷災害発生状況 

 
・60 歳以上の年齢階層が最も多かった。 

・50 歳以上の年齢階層の割合は、全死傷者数の過半数を占めた(52.4％)。、 

31人

161人
144人

236人

302人
328人
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